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熱中症対策地域団体の活動促進についての今後の検討の方向性（案）

熱中症による死亡者は、８割以上が高齢者。また屋内死亡者の約９割は、エアコン
を使用していない（62％）またはエアコンを所有していなかった（23％）※。

※令和４年東京都23区、東京都監察医務院のデータを元に環境省が作成

熱中症を予防していくためには、特に高齢者におけるエアコンの使用も含め、地域
において、熱中症に係る普及啓発、戸別訪問、見守り活動等の強化が重要。一方で、
地域における見守り人材は高齢化し、また、人員不足等が深刻化している。

こうした中、地域によっては、地元のNPO等の民間団体等が民間の力を活用し、
地域に根ざした熱中症対策を進めているケースがあり効果を上げている。一方、当
該団体は、高齢者の個人情報（エアコンの有無、世帯情報）等の入手や地方自治体
との緊密な連携が難しく、十分な見守り活動につながっていない。

現状

今後の検討の方向性（案）
地域において、地方自治体と連携し、熱中症対策に関する正しい知識を有し、適切
な活動を行う民間団体を普及させる必要があるのではないか。

これら民間団体が、見守り等の熱中症対策を促進し活動しやすくするため、地方自
治体との連携を強化し、また、当該団体が高齢者等の個人情報等を適切に扱える仕
組みが必要ではないか。
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【参考】熱中症対策に係る地域団体の活動事例

NPO法人・ボランティア団体

民間企業

市民ボランティアを対象に、民間企業を講師
とした熱中症予防対策についての養成講座を
実施し、講座を受けたボランティア団体が、
市内の出前講座（主な対象は高齢者団体、保
育園、幼稚園等）で情報提供を行う。

幅広い住民を対象として、暮らしのなかで熱中
症予防を考えるワークショップを開催。

一般社団法人

在宅訪問を行い、居住者の状況や体調を確認するとともに、熱中症予防に関する声かけを実施。
傾聴活動を行うボランティアを対象とした研修会において、熱中症予防に関する知識を深め、在宅
訪問先での情報提供に活用する。
サロン等への参加者に対して、熱中症予防に関する声かけ。
健康に関する講座、教室などのイベントで熱中症予防に関
する声かけ。
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